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JSS3の紹介
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JSS3における新たな利用形態
◼ リモートデスクトップ

◼ JupyterLab

◼ Windows on 仮想マシン(VMware ESXi)

◼ 定型処理のアプリケーション化
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リモートデスクトップ

① Webもしくはコマンドラインから、
リモートデスクトップサーバー起動

② WebUIもしくはコマンドラインから、
割り当てられたノードを確認

③ Windowsのリモートデスクトップク
ライアントから接続

④ リモートGUI環境にログイン

◼ 日中は汎用システムの１割程度がリモートデスクトップ利用

◼ 富士通製「COLMINA Design Review 高速リモートデスクトップ」を利用

◼ WebUI or コマンドライン（jxrdコマンド）からサーバ起動

◼ 現状は、Windowsクライアントからのみ接続可能
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JupyterLab
◼ リモートデスクトップでの利用

◼ バッチジョブでの利用

◼ Jupyterlabをバッチジョブ投入（Singularityイメージ用意）

◼ 割当られた計算ノードを調べた後、sshポートフォワーディングで接続

⇒”jxrd”のような専用コマンドは未作成。ドキュメントのみで対応

◼ JupyterHubの導入も検討 ⇒ そこまでは需要が多くない

① バッチジョブとして投入

② 割り当てられたノードとtokenを
調べる

③ sshポートフォワーディングを
起動

④ 自端末のWebブラウザから接
続
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Windows仮想マシン
◼ 一部計算ノードにVMware ESXiインストール

◼ 仮想マシンとしてWindowsをインストール

◼ sshポートフォワーディング＋「リモートデスクトップ接続」で利用

◼ 仮想マシンは基本常に稼働状態（ジョブスケジューラ対象外）

① ジョブ割当ノードから切り離し

② VMware ESXiをインストール

③ 仮想マシンを作成＆OSインストール

④ sshポートフォワーディング起動
※現状はRDPのポート:3389を通して
いないため

⑤ “リモートデスクトップ接続”で接続

【仮想マシン設定時】 【Windows仮想マシン接続時】
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定型処理用Webアプリ
◼ 一部ユーザは独自のWebアプリを作成。解析／可視化部分をスパコン上でバッ

チジョブ実行。

◼ Webアプリ本体は自前のサーバを用意

◼ パラメータ入力UI→OpenFOAMによる解析→Paraviewで可視化→Webブラウ
ザに表示の流れ

JSS3workstation

OpenFOAM

ParaView

利用者

ruby on Railsによる
内製Webアプリ

利用者

ssh経由でバッチジョブ実行

ユーザ環境 センタ環境
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Open OnDemand導入の狙い
◼ 各種利用事例をOpen OnDemandで一元管理

◼ Web Reverse Proxyによりsshポートフォワーディングを不要に

◼ ユーザごとにカスタマイズ可能に

利用者

利用者

Desktop

Jupyter

Windows VM

内製Webアプリ
/ISV

理想形

Terminal

スパコンのWebアプリ化
VPN

via intranet

via internet
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Open OnDemandへの期待（現実編）
◼ 富岳互換の操作感の実現

◼ ひいては、他スパコンとのUI統一化も

◼ まずはJSS3上で以下の実現に向けて準備中
◼ JupyterLab

◼ リモートデスクトップ接続(VNC)

◼ WHEEL

公開されている情報／リソースで実現可能の見込み
https://osc.github.io/ood-documentation/latest/

https://github.com/RIKEN-RCCS/ondemand_fugaku

お試しで環境構築できるdocker-composeがあると便利
例) https://github.com/ubccr/hpc-toolset-tutorial

https://osc.github.io/ood-documentation/latest/
https://github.com/RIKEN-RCCS/ondemand_fugaku
https://github.com/ubccr/hpc-toolset-tutorial
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Open OnDemandへの期待（妄想編）
◼ 新規Interactive appの実装

◼ VMの起動/停止 & Windows RDP接続

◼ 内製Webアプリの開発推進

さらに...

◼ Interactive apps store(or hub)
◼ 一般ユーザでも簡単にサービスを追加できる仕組みを想定

◼ アプリベンダも積極的にプラグインを提供してくれるとありがたい

◼ 当面は現行のGitHubでの共有レベルでも問題なし

懸念点は...

◼ インタラクティブ利用の増加による、CPU利用率の低下
◼ ジョブ充填率にかわる新たな指標が必要

◼ 理想的にはダイナミックな資源割当も必要か？
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まとめ
Open OnDemandで以下の改善に大きく期待

【利用者視点】

◼ スパコンのGUI/インタラクティブ利用の改善（資源割当、接続）

◼ リモート（特にVPN経由）での利用改善

◼ センタごとの操作感の統一

◼ ユーザごとのメニューのカスタマイズ

【センタ管理者視点】

◼ システム共通化による導入コスト/管理コストの削減

◼ QA対応の削減にも期待

まずは実験運用を始めることで、Open OnDemandの普及に貢献
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ご清聴ありがとうございました
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